
プレスリリース

平成２３年９月２９日

独立行政法人家畜改良センター岡崎牧場

～ 日本の畜産 改良と技術で育てます ～

平成 23 年度中部日本養鶏研究会総会、交流促進会及び研究講座を開催

中部日本養鶏研究会は、東海、北陸、近畿の２府７県の養鶏関係者が相互研鑽を図り、地域内の

養鶏産業の発展に寄与することを目的に活動している団体です。

交流促進会では、各県試験場等が行う実践的な取り組みなどが紹介されると共に、研究講座では、

高病原性鳥インフルエンザ関連の講演を予定しております。

記

１ 日 時：平成 23年 10 月 14 日（金）13：15～17：30

２ 場 所：名古屋国際センター 第一会議室

〒450-0001 愛知県名古屋市中村区那古野一丁目４７番１号

ＴＥＬ：０５２－５８１－５６７９

３ 総 会：13：15～13：35

４ 交流促進会：13：40～15：10

(１) 新銘柄鶏の開発 静岡県中小家畜研究センター 松井 繁幸 先生

(２) 寒天製造残渣給与が卵黄中のヨウ素含量及び卵質に及ぼす影響

岐阜県畜産研究所養鶏研究部 石川 寿美代 先生

(３) ＬＥＤ照明色が肉用名古屋種の生産及び行動に及ぼす影響

愛知県農業総合試験場畜産研究部家きんグループ 井田 雄三 先生

(４) 熊野地鶏へのカンキツ搾汁粕及び飼料米給与が味覚バランスに及ぼす影響

三重県畜産研究所中小家畜研究課 西川 薫 先生

(５) 卵肉兼用種（岡崎おうはん）に対する飼料米の給与

家畜改良センター岡崎牧場 山西 真樹 先生

５ 研究講座：15：30～17：30

（１）演 題：「Ｈ５Ｎ１インフルエンザウイルスの猖獗を絶つには」

講 師：喜田 宏 先生

（北海道大学大学院獣医学研究科 教授・人獣共通感染症リサーチセンター センター長）

（２）演 題：「高病原性鳥インフルエンザ発生農場の対応と養鶏現場における発生予防対策の具体例」

講 師：野澤 馨 先生（三重県南勢家畜保健衛生所 防疫課 主査）

会員以外の方は、当日会費（テキスト代 1,500 円）で聴講可能です。

[事務局連絡先]

〒444-3161 愛知県岡崎市大柳町字栗沢１－１

独立行政法人 家畜改良センター岡崎牧場内

中部日本養鶏研究会事務局 神林、福澤

TEL：0564-46-4581 FAX：0564-46-4587

E-mail：nlbc_okazaki@nlbc.go.jp


